（KM4-S033　改0）


是　正　報　告　書

	会 　社 　名
	
	受理番号
	

	主事業所
	
	登録番号
	


	審査の種類[審査番号]
	[　　　]
	実施期間
	


	適用規格
	
	担当ＬＡ
	


	指摘事項　※指摘事項個別報告書の記載内容を全て転記してください。

	個別報告書Ｎｏ．
	審査対象部署
	指摘の区分

	／
	
	□　重大不適合　　　□　軽微不適合

	


	是正処置

	不適合の原因
	

	

	不適合に対する修正処置（当面の処置）
	処置の完了日　　　　　　　　年　　月　　日

	

	恒久的処置（再発防止処置）
	処置の完了日　　　　　　　　年　　月　　日

	


	添付文書　※上記の処置で制改訂された文書/記録
	
	受審責任者確認欄　※署名又は記名・押印

	
	
	上記の通り処置を完了したことを
報告します。

　　　年　　月　　日　

受審責任者　　　　　　　　　　　　印

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


是　正　報　告　書

	会 　社 　名
	○○○○株式会社
	受理番号
	××××

	主事業所
	△△△△工場
	登録番号
	××ＦＳＲ･××××


	審査の種類[審査番号]
	定期審査 [ XXXX(R1)-PA1 ] 
	実施期間
	2009年01月01日


	適用規格
	ISO22000:2005
	担当ＬＡ
	○田　○吉


	指摘事項　※指摘事項個別報告書の記載内容を全て転記してください。

	個別報告書Ｎｏ．
	審査対象部署
	指摘の区分

	1／5
	製造部
	□　重大不適合　　　■　軽微不適合

	食品安全マニュアル（第４版：改訂日2008/11/25）6.2.2では食品安全に影響がある活動に従事する要員に必要な力量を明確にするとあります。またその要員に必要な力量がもてるようにすることを確実にするため、教育訓練を実施し、有効性の評価を行なうとあります。しかし官能検査を行う要員に対してはそれらが実施されていませんでした。


	是正処置

	不適合の原因
	

	官能検査は現材料の受入検査の一環として、また、製品の出荷合否を判定する検査のひとつとして2008/09/01に基準を設け新たに制定致しました。原材料及び最終製品の品質を確認する上で個人的な嗜好が偏らないように3～5名で検査を行っておりますが、まだ力量を明確にする為の基準の作成及び力量を満たすための教育訓練を行っていませんでした


	不適合に対する修正処置（当面の処置）
	処置の完了日　　　　　　2009年01月15日

	官能検査を行う要員の力量を判断するため、社内で五感識別試験を行い社内基準（正解率75％以上）に合格した人を官能検査を行う要員として認定致します

	恒久的処置（再発防止処置）
	処置の完了日　　　　　　2009年02月10日

	1、「五感識別」の基準を明確にするため、「五感識別基準書」を作成しました
2、官能検査を行う要員は「官能検査を行う要員一覧表」（文書番号：FSM-K-001）に登録することにしまし　

　 た

3、官能検査を行う要員として認定された要員には、評価に必要な知識としてJIS Z9080、JIS Z8144、心理学、生理学、食品化学等の分野の教育を実施することとしました

4、五感識別試験の問題、結果、検討（教育）を記録として管理することにしました

4、五感識別試験は年/２回実施（８月・２月）し、「個人力量評価表」にて管理することとしました


	添付文書　※上記の処置で制改訂された文書/記録
	
	受審責任者確認欄　※署名又は記名・押印

	（1）「五感識別基準書」2009年01月31日制定
	
	上記の通り処置を完了したことを
報告します。

　2009年02月20日　

受審責任者　　　　○　山　□　夫　印

	（2）「官能検査を行う要員一覧表」2009年01月15日制定
	
	

	（3）「教育訓練管理規程」2009年01月31日改訂
	
	

	（4）「個人力量評価表」2009年01月31日改訂
	
	

	
	
	

	
	
	





















